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日
本
を
デ
フ
レ
不
況
に
陥
れ

た
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
」
と
訴
え
る
。 

ま
た
今
の
内
閣
は「
解
剖
学

も
生
理
学
も
知
ら
な
い
ヤ
ブ

医
者
に
患
者
を
任
せ
る
よ
う

な
も
の
」と
痛
烈
に
菅
内
閣
を

批
判
し
て
い
る
。 

   

と
に
角
、経
済
財
政
大
臣
に

居
座
る
与
謝
野
氏
は
増
税
論

者
で
、
金
融
緩
和
に
否
定
的

で
、彼
の
や
り
方
で
は
デ
フ
レ

不
況
の
泥
沼
に
沈
み
込
ん
で

し
ま
う
心
配
が
あ
る
。 

そ
の
与
謝
野
批
判
の
急
先

鋒
が
、米
エ
ー
ル
大
学
の
浜
田 

経
済
学
者
や
超
党
派
議
員

の
集
ま
り
に
「
デ
フ
レ
脱
却

国
民
会
議
」と
い
う
も
の
が
あ

る
そ
う
だ
。 

そ
こ
で
の
主
張
は
、
「
デ
フ

レ
で
経
済
混
乱
が
続
く
中
、菅

内
閣
は
増
税
に
向
け
て
動
き

出
す
と
い
う
が
、欧
米
の
よ
う

に
、大
胆
な
金
融
緩
和
に
よ
っ

て
景
気
回
復
を
図
ら
な
け
れ

ば
、
『
日
本
は
独
り
負
け
』
に

な
る
」
ま
た
「
マ
ス
コ
ミ
は
、

財
政
危
機
を
煽
り
、
〝
消
費
税

増
税
〟
や
む
な
し
と
の
宣
伝

を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、橋
本

内
閣
に
よ
る
消
費
税
増
税
が

A 

経
済
学
者

の
森
永
卓
郎

氏
に
よ
る
と 

 
豊
岡
新
市
長
就
任
後
、
初
の
２
月
議
会
が
始
ま
っ
た
。
２
月
は
予

算
議
会
、
来
年
度
、
一
般
会
計
予
算
は
過
去
最
大
規
模
の
３
７
４
億

円
。
市
長
選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
三
島
駅
南
口
の
再
開
発
は
見
直

す
と
言
っ
て
い
た
が
、
早
く
も
〝
続
行
〟
に
代
わ
っ
た
。
小
池
市
政

と
の
違
い
は
何
か
、
施
政
方
針
で
は
、
豊
岡
市
政
の
最
重
要
課
題
が

何
で
あ
る
の
か
、
特
徴
が
は
っ
き
り
見
え
な
い
。  

 

宏
一
教
授
で
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
後
、世
界
各
国
は
金
融
緩

和
に
動
い
た
。イ
ギ
リ
ス
は
３

倍
、
ア
メ
リ
カ
は
2.5
倍
、
欧

州
は
1.8
倍
、
市
場
に
資
金
を

投
入
し
た
が
、日
本
は
ほ
と
ん

ど
や
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結

果
、日
本
円
の
為
替
が
独
歩
高 

   

に
な
る
状
況
を
作
っ
た
。２
０

１
０
年
後
半
の
円
高
は
、日
本

の
金
融
引
き
締
め
が
も
た
ら

し
た
も
の
だ
と
い
う
。 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、世

界
で
日
本
だ
け
が
金
融
緩
和

を
し
な
か
っ
た
た
め
、円
高
で

日
本
製
品
が
売
れ
な
く
な
り
、 

 

 

    

る
。 

 

と
汚
職
に
ま
み
れ
た
ベ
ン
・
ア

リ
政
権
は
23
年
間
の
大
統
領

の
座
か
ら
追
放
さ
れ
た
。 

▼
こ
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
民
衆
革

命
は
ま
さ
に
燎
原
の
火
の
ご
と

く
中
東
全
域
に
広
が
っ
た
。
中

東
の
殆
ど
の
国
は
長
期
独
裁
政

権
で
、
国
民
は
貧
富
の
差
や
高

い
失
業
率
で
悩
ま
さ
れ
、
政
権

支
配
者
の
王
侯
貴
族
の
よ
う
な

生
活
に
比
べ
、
庶
民
は
食
う
や

食
わ
ず
の
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
た
。 

▼
エ
ジ
プ
ト
に
飛
び
火
し
た
革

命
は
、
ム
バ
ラ
ク
政
権
の
強
権

支
配
を
も
飲
み
込
み
、
緊
密
な

関
係
を
保
っ
て
い
た
米
国
は
慌

て
た
。
ム
バ
ラ
ク
は
米
国
か
ら

の
多
額
の
軍
事
援
助
を
着
服

し
、
失
業
に
苦
し
む
国
民
を
よ

そ
に
、
５
兆
８
千
億
円
も
の
資

産
を
外
国
銀
行
に
溜
め
込
ん
で

い
た
と
い
う
。 

▼
エ
ジ
プ
ト
革
命
に
よ
り
、
今

ま
で
の
よ
う
な
中
東
に
お
け
る

米
国
の
支
配
と
影
響
力
は
決
定

的
に
衰
退
し
て
い
く
に
違
い
な

い
。
米
国
は
こ
れ
ま
で
、
ア
ラ

ブ
の
盟
主
エ
ジ
プ
ト
を
抱
き
こ

み
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る
イ

ス
ラ
エ
ル
の
残
虐
非
道
こ
の
上

な
い
侵
略
行
為
を
黙
認
し
て
き

た
。 

▼
市
民
革
命
の
飛
び
火
し
た
リ

ビ
ア
で
は
内
戦
状
態
に
突
入
し

て
し
ま
っ
た
。
ア
ラ
ブ
の
狂
犬 

カ
ダ
フ
ィ
の
断
末
魔
の
よ
う
な

足
掻
き
の
中
で
、
独
裁
政
権
と

果
敢
に
戦
う
多
く
の
市
民
の
血

が
流
さ
れ
て
い
る
。
徒
手
空
拳

で
立
ち
向
か
う
市
民
の
尊
い
血

が
流
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
時

代
を
切
り
開
く
、
生
け
贄
の
血

が
流
さ
れ
て
い
る
。 

▼
昨
年
12
月
27
日
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
、
露
天

商
青
年
の
焼
身
自
殺
に

端
を
発
し
た
反
政
府
運

動
は
、
瞬
く
間
に
全
土

に
広
が
り
、
強
権
支
配

 

深
刻
な
不
況
に
陥
っ
た
。市
場

に
資
金
を
投
入
し
、
金
融
緩

和
を
通
じ
て
、「
１
ド
ル
１
０

０
円
程
度
に
戻
す
こ
と
」
を

主
張
。 

 

と
こ
ろ
が
、
菅
内
閣
で
は
、

与
謝
野
経
済
財
政
相
、枝
野
官

房
長
官
、
藤
井
官
房
副
長
官
、

岡
田
幹
事
長
な
ど
、金
融
緩
和

に
賛
成
し
な
い
人
々
が
、重
要

ポ
ス
ト
を
占
め
て
、菅
総
理
ま

で
も
が
そ
の
動
き
に
同
調
し

て
い
る
。 

 

森
永
教
授
の
説
明
で
は
、

「
引
き
締
め
論
者
た
ち
の
主

張
は
、デ
フ
レ
を
脱
却
す
れ
ば

金
利
上
昇
と
い
う
借
金
大

国
・
日
本
に
は
重
大
な
副
作
用

が
出
る
」
と
い
う
も
の
だ
。 
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国
民
生
活
は
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
、
消
費
税
値
上
げ
よ
り
、 

金
融
緩
和
・デ
フ
レ
対
策
を 
 

し
か
し
、「
経
済
成
長
な
く

し
て
税
収
増
も
見
込
め
な
い

か
ら
、こ
こ
は
金
融
緩
和
を
避

け
る
べ
き
で
は
な
い
。財
政
の

健
全
化
の
た
め
に
も
、デ
フ
レ

と
い
う
妖
怪
を
退
治
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、も
は
や
時
間
の

猶
予
は
な
い
」
と
い
う
。 

 

日
銀
は
金
融
引
き
締
め
を

改
め
、金
融
緩
和
に
舵
を
切
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
財
務

大
臣
・
経
済
財
政
担
当
大
臣
し

か
ス
ト
ッ
プ
出
来
な
い
。 

 

政
府
、
財
界
、
大
手
マ
ス
コ

ミ
等
は
財
務
官
僚
主
導
の
下

で
、消
費
税
値
上
げ
で
財
政
危

機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い

る
が
、
金
融
緩
和
、
デ
フ
レ
対

策
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

三島市２月議会と来年度予算 
一般会計３７４億円、特別会計２６８億９千万円 

主
張 

万
円
。
市
債
は
45
億
３
８
８

０
万
円
で
1.0
％
増
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
国
庫
支
出

金
は
子
供
手
当
て
や
生
活
保

護
費
等
で
22
％
増
の
50
億

６
千
万
円
。
自
主
財
源
の
割

合
は
58
％
と
な
っ
て
い
る
。 

主
な
歳
出
で
は
、
三
島
駅

南
口
再
開
発
事
業
で
の
開
発

公
社
か
ら
の
用
地
取
得
費

23
億
５
千
万
円
。
子
ど
も
手

当
支
給
や
生
活
保
護
費
等
の

民
生
費
が
全
体
の
31
・

８
％
、
１
１
８
億
９
６
０
０

万
円
で
最
大
。
教
育
費
は
東

幼
稚
園
改
築
等
で
52
億
９

千
万
円
。
ま
た
、
子
宮
け
い 

 

ぶ
む
声
も
聞
こ
え
る
。 

 

２
月
議
会
は
２
月
22
日
よ

り
始
ま
っ
た
。初
日
は
先
決
処

分
報
告
と
市
長
の
施
政
方
針

演
説
、２
０
１
０
年
度
補
正
予

算
の
審
議
等
が
行
わ
れ
た
。 

国
保
値
上
げ
反
対
の 

陳
情
が
提
出 

 

今
議
会
で
は「
三
島
市
健
康

保
険
の
増
税
案
を
修
正
し
、市

民
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
陳

情
書
」が
４
７
２
名
の
署
名
を

添
え
て
提
出
さ
れ
た
。 

 

こ
の
陳
情
署
名
は
、２
月
議

会
で
三
島
市
の
国
民
健
康
保

険
税
が
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ

る
議
案
が
提
出
さ
れ
る
の
を

見
て
、わ
ず
か
３
日
間
の
限
定

さ
れ
た
期
間
内
で
市
民
有
志

が
集
め
た
も
の
。 

 

２
月
25
日
、
総
務
委
員
会

が
開
か
れ
、陳
情
者
の
意
見
陳

述
と
、そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

Ａ  
 

癌
ワ
ク
チ
ン
や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
肺
炎
球
菌
の
予
防

接
種
で
衛
生
費
が
17
・
２
％

増
の
39
億
７
千
万
円
。 

 

公
共
施
設
の
耐
震
化
事
業

は
今
年
が
最
後
で
24
億
８

千
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。 

 

予
算
の
殆
ど
は
継
続
事
業

で
、
豊
岡
色
と
し
て
、
小
学

１
年
生
の
支
援
員
配
置
や
事

業
仕
分
け
等
が
あ
る
が
、
そ

の
他
、
あ
か
り
の
回
廊
創
出

事
業
、
ガ
ー
デ
ィ
ン
シ
テ
ィ

ー
推
進
事
業
な
ど
、
ね
ら
い

の
は
っ
き
り
し
な
い
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

 

駅
南
口
の
再
開
発
事
業
も

継
続
と
な
り
、
デ
フ
レ
不
況

の
嵐
と
駅
南
北
自
由
通
路
の

目
処
の
立
た
な
い
中
、
こ
の

ま
ま
進
め
て
大
丈
夫
な
の
か

と
い
う
、
事
業
の
推
進
を
危 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

で
、
否
決
さ
れ
た
。 

 

各
派
代
表
質
問 

 

３
月
１
日
は
緑
水
・
土
屋

議
員
が
、
広
域
合
併
や
財
政

健
全
化
に
つ
い
て
、
公
明
・

志
賀
議
員
が
第
４
次
総
合
計

画
や
入
札
制
度
に
つ
い
て
、

新
未
来
・
石
渡
議
員
が
市
長

選
公
約
や
経
済
対
策
に
つ
い

て
、
２
日
は
共
産
・
金
子
議

員
が
、
市
長
の
「
日
本
会
議

地
方
議
員
連
盟
」
加
盟
や
道

州
制
に
つ
い
て
質
し
た
。 

最
後
に
自
由
の
会
・
堀
議

員
が
施
政
方
針
で
豊
岡
市
長

は
何
が
や
り
た
い
の
か
、
ま

た
、
南
口
再
開
発
の
問
題
点

や
市
債
残
高
の
現
状
と
借
金

ゼ
ロ
を
目
指
す
姿
勢
に
つ
い

て
質
問
し
た
。 

「
悪
し
き
慣
習
の
踏
襲
」

と
言
わ
れ
て
も
し
か
た
な
い

会
合
が
、
豊
岡
新
市
長
の
下

で
、
２
月
17
日
の
午
後
市
役

所
内
で
開
か
れ
た
。
会
合
の

名
と
目
的
は
さ
だ
か
で
は
な

い
が
、
三
島
市
議
会
内
の
多

数
派
で
あ
る
緑
水
会
（
自

民
）
・
新
未
来
21
（
連
合
推

薦
）・
公
明
党
の
議
員
に
市
長

が
呼
び
か
け
た
、「
議
案
説
明

会
」
と
称
す
る
、
２
月
市
議

会
へ
の
対
策
の
た
め
の
会
合

だ
っ
た
。 

 

奥
田
・
石
井
・
小
池
と
歴

代
の
市
長
は
、
各
議
会
前
に

そ
の
時
々
の
市
長
を
支
持
す

る
「
与
党
」
議
員
を
招
集
し
、

「
議
案
説
明
会
」
を
開
い
て

き
た
。「
議
案
説
明
会
」
と
言

っ
て
も
、
議
会
開
会
１
週
間

前
の
各
派
代
表
者
会
議
で
議

案
が
示
さ
れ
、
市
当
局
か
ら

説
明
を
受
け
て
い
る
。
屋
上 

 

カウンセリング・占術 
お気軽にご相談下さい。 
１件 ５千円（１時間程度） 
出張いたします。 
お電話でのご相談もＯＫ 
メールにてご予約下さい。 
mizuki-makoto@softbank.ne.jp 
（055-971-1124 杉山も可) 
日本占術鑑定士協会会員 
内閣府認定メンタルカウンセラー 
       三月 麻琴 

か
は
疑
問
。
先
の
市
長
選
で

の
緑
水
会
の
議
員
は
、
豊
岡

市
長
支
持
は
少
数
で
は
な
か

っ
た
の
で
は
？
。
公
明
党
は

自
主
投
票
、
新
未
来
21
は
一

本
化
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。 

与
党
、
野
党
の
区
別
は
、

議
院
内
閣
制
＝
国
会
お
け
る

呼
び
名
。
自
治
体
組
長
と
議

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
で

有
権
者
か
ら
直
接
選
ば
れ
て

い
る
。
よ
っ
て
そ
の
関
係
は
、

是
々
非
々
の
立
場
が
あ
る
べ

き
姿
と
識
者
は
言
う
。
し
か

し
三
島
市
議
会
の
多
く
の
議

員
は
、
市
長
提
案
の
議
案
を

丸
呑
み
で
、
一
度
も
反
対
し

た
こ
と
が
な
い
。
何
の
た
め

の
議
員
・
議
会
な
の
か
。 

 

市
長
と
議
会
・
議
員
を
、

あ
る
べ
き
姿
に
戻
し
、
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
に
す
る
た

め
、
豊
岡
市
長
は
「
議
案
説

明
会
」
を
止
め
る
べ
き
だ
。 

「
与
党
」
議
員
も
参
加
を

取
り
止
め
、
市
民
に
よ
る
議

会
・
議
員
へ
の
不
信
を
一
掃

し
よ
う
。     

〈
仁
〉 

 

て
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

国
民
健
康
保
険
会
計
の
ひ

っ
迫
は
全
国
の
自
治
体
で
常

態
化
し
て
お
り
、
多
く
は
、

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
に

赤
字
の
補
填
が
行
わ
れ
て
い

る
。
国
保
加
入
者
は
高
齢
者

や
年
金
生
活
者
が
多
く
、
収

入
の
少
な
い
人
達
に
と
っ

て
、
値
上
げ
は
大
き
な
打
撃

だ
。 

 

市
側
の
説
明
だ
と
今
回
の

値
上
げ
は
低
所
得
者
に
は
負

担
が
少
な
く
な
る
よ
う
配
慮

し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
限
界
に
達

し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
は
他

の
市
民
と
の
不
公
平
感
が
ぬ

ぐ
え
な
い
。
加
入
者
に
一
部

負
担
し
て
も
ら
う
と
の
こ
と
。 

 

今
予
算
の
歳
入
で
は
、
市
税
収

入
は
1.4
％
増
で
１
６
９
億
４
千
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屋
を
重
ね
る
会
合
が
な
ぜ
必

要
な
の
か
。 

 

こ
の
会
合
や
過
去
の
会
合

に
参
加
し
た
議
員
は
、「
各
派

で
の
説
明
と
ほ
ぼ
同
じ
。
ガ

ス
抜
き
の
場
に
さ
れ
て
い
る

と
の
反
省
か
ら
、
最
近
の
会

合
の
場
で
は
『
質
問
は
本
会

議
で
し
よ
う
』
な
ど
の
発
言

も
あ
る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

こ
の
発
言
か
ら
も
、
市
長
の

狙
い
は
参
加
議
員
に
ガ
ス
抜

き
を
さ
せ
、
議
案
へ
の
賛
成

を
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
。 

 
市
民
に
選
ば
れ
た
議
員

を
、市
長
が
公
の
会
合
を「
与

党
」「
野
党
」
と
で
選
別
し
差

別
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
誤

り
。
ま
た
、
自
治
体
議
会
で

の
「
与
党
」「
野
党
」
と
の
区

別
は
肯
定
で
き
な
い
。
し
か

し
こ
れ
を
是
認
し
て
も
、
先

の
３
会
派
が
「
与
党
」
な
の 

 

議
会
対
策
で
、
市
長
に
よ
る
特
定
議
員
抱
き
こ
み 

「
議
案
説
明
会
」 
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元
々
、
国
保
会
計
で
の
国

の
負
担
割
合
は
50
％
近
く

あ
っ
た
も
の
を
、
今
で
は

25
％
以
下
に
切
り
下
げ
て

い
る
。
こ
れ
が
国
保
会
計
ひ

っ
迫
の
主
な
原
因
だ
。 

 

国
民
健
康
保
険
制
度
は
単

な
る
保
険
制
度
で
は
な
く
、

国
民
皆
保
険
と
し
て
社
会
保

障
と
い
う
側
面
が
強
い
。 

 

誰
で
も
病
気
や
怪
我
の

時
、
安
心
し
て
病
院
に
か
か

れ
る
。
そ
れ
な
の
に
国
の
負

担
金
を
減
ら
し
、
加
入
者
負

担
を
増
や
し
続
け
れ
ば
、
保

険
税
を
払
え
な
い
低
所
得
者

が
増
え
続
け
、
制
度
そ
の
も

の
が
破
綻
し
て
し
ま
う
。 

 

総
務
委
員
会
で
は
、
堀
議

員
以
外
、
全
員
が
陳
情
反
対 
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